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PIC社の遺伝子供給体制エリートファーム、国内での遺伝改良傾向 REPORT
PIC社は、世界最大の豚の育種改良会社で世界のマーケット

シェア約16%を占めており、来年60周年を迎えます。ナンバー
ワンを維持するために安定的な種豚供給体制の構築、ユーザー
や市場に求められる製品の開発、遺伝改良の加速などへ投資を
続けています。PIC社とイワタニ・ケンボロー（株）の目標は、
お客様を国内または世界の養豚市場で最も成功した生産者と
することであり、常に最良の遺伝子（種豚）を生産現場にお届け
することです。

PIC社は、自然災害、政治、疾病などの様々な問題や不可抗力

による遺伝子供給の停止に備え、全世界に遺伝改良を行う
“エリートファーム”を展開しています。現在7ヵ国12拠点に
おいて約1万8,000頭の母豚を有していますが、今後は新たに
4ヵ国4拠点での展開を予定しています［参照：図1］。

また、エリートファーム方式の採用でより大きな母豚群での
改良が可能となり改良速度が加速するとともに種豚の供給
能力も増加しました。その結果、最短でAIセンターや農場へ
種豚供給が可能となり遺伝的なラグもより短縮されています
［参照：図2］。

一方、国内では豚熱ワクチン接種地域拡大に伴い、北海道に
新たな精液供給拠点として今年の12月にAIセンターを稼働
開始いたします。このように世界に拠点をいくつか持つことに

より最新の遺伝子を常に輸入することが可能となり、我々の
日本国内における遺伝子供給は盤石の体制を維持することが
できるのです。

図1 PIC社の遺伝子体制供給

図2 エリートファームによる供給体制
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新栄養ガイドラインWebセミナーの開催 HOT NEWS
2021年6月25日にオンラインにて、初のWebセミナーを

開催いたしました。内容としては、2021年4月に更新された
新栄養ガイドラインに関してで、2016年に栄養マニュアルを
公開して以来、5年ぶりとなるアップデートがありました。

セミナーでは、PIC社栄養チームの担当より新栄養ガイド
ラインの概要、繁殖・WtoFにおける給餌管理や栄養などに
ついて発表されました。今回は、新栄養ガイドラインに関して
の重要なポイントを説明いたします。

前号でも紹介いたしました、毎年弊社で実施しております
ケンボロー成績コンテストですが、2020年は母豚規模総数
約3万6,000頭、35農場に参加いただきました。上位20％農場
では一母豚当りの年間離乳頭数31.34頭、平均肉豚出荷日齢

153.59日、農場飼料要求率2.65、一母豚当りの年間枝肉出荷
重量2,258.19㎏の成績を達成しています［参照：図3］。4年前
の上位20％の成績が現在の平均成績となっており、遺伝改良
の成果が生産現場において確実に反映されています。

図4 試験詳細 図5 新栄養ガイドライン概要

図6 母豚のボディコンディション一覧

図3 直近5年間のケンボローコンテスト結果
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科学的知見に基づく推奨値

PIC社の豚11万5,694頭を用いた合計108回の試験
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4年前の上位20％が現在の平均に！

新栄養ガイドラインは、雄豚や各ステージにおけるPIC社の
豚約11万頭分のデータを用いて、100回を超える栄養に関する
試験を実施し、科学的知見に基づく推奨値をアップデートしま

した［参照：図4］。また、ガイドラインは4つのセクションで構成
されており、地理的条件、生産規模、豚舎設備・器材に関係なく、
世界中で利用できるように作成されました［参照：図5］。

まずはじめに、優れた繁殖成績を発揮させるためには、母豚
のボディコンディションを適切に管理し、バラツキを無くすこと
がとても重要です。そのため、分娩時に痩せた母豚や離乳時に
太り過ぎている母豚がいないことが大事であり［参照：図6］、
キャリパーを用いた母豚のボディコンディションの管理をPIC社
は推奨しています。



図7 キャリパーを用いたボディコンディションの測定

図8 妊娠前期における様々な試験結果

図9 妊娠後期における様々な試験結果（経産豚）

ボディコンディション管理
母豚用キャリパーの開発
●KnauerとBaitinger（2015）により開発
　－ノースカロライナ州立大学
●母豚の背中の正中線上の角度を測定
●豚の背中の脂肪や筋肉が落ちると、
　その角度はさらに鋭角になることを提唱した
　Edmonson et al.（1989）の研究に基づく
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キャリパーは視覚による主観的なスコアリングの代わりとな
ります。豚の背中の脂肪や筋肉が増減すると正中線上の角度
が変化するため、その角度を計測することで母豚のボディコン
ディションを評価できます［参照：図7］。

1～6産目の母豚4,500頭を調査した結果、キャリパーの
測定値と繁殖成績には密接な関係があり、初産の授乳期間中に
キャリパーの測定値が1単位減少するごとに2産目の総産子数は
0.27頭減少するといった報告もあります。

次は、妊娠期での給餌方法です。妊娠初期に、標準よりも多い
飼料を初産豚もしくは経産豚に与えた場合、［図8］では胚の
生存率が低下し、総産子数が減少しています。Webセミナー
では、標準よりも少ない飼料を与えると、胚の生存率が低下する
という説明もありました。［図9］は、経産豚の妊娠後期に増飼を
行った場合、母豚の体重増加が確認できますが、それに反して
子豚の生時体重が減少しています。そのため、いずれの産歴に
おいても飼料食下量が過剰であると悪影響を及ぼす結果が
得られています。このような理由から、PIC社では初産豚・経産豚

への増飼はしないことを推奨しています。
最後に、今回のガイドラインでは、SIDリジン要求量に関して

もアップデートがありました。たんぱく質を構成するアミノ酸は
20種類存在し、飼料中のアミノ酸は必須アミノ酸と非必須アミノ
酸に分けられます。豚は、必須アミノ酸を十分に合成すること
ができないため、一般的に飼料中に必須アミノ酸の要求量を
満たすように配合する必要があります。さらに、豚の体内で一
番不足する必須アミノ酸はリジンであり、赤肉の増体量や飼
料要求率など生産効率に関して極めて重要な要素となります。



肉質改善のための取り組み～肉のpHと肉締まりの関係について～ HOT NEWS
前回のPIG IMPROVER第14号では、「肉質改善の取り組み」

としてヨウ素価と脂肪の締まりの関連性についてご紹介させて
いただきました。今回は、肉のpHと肉質の関係についていくつか
のデータを基にご説明させていただきます。肉質は様々な
形質が作用、関係しており科学的な分析による客観的な数値化
や評価が難しいとされています。［図11］は肉のpH（極限pH:
屠畜後24時間後のpH）が肉の柔らかさやジューシーさにどの
ように影響するか調査した食味試験の結果です。pH がより
高いほど、肉は柔らかくジューシーであると評価されたことが
わかります。
［図12］はpHu(屠畜後22時間後の pH)と肉質に関係する

形質との相関関係を示しています。全ての形質は±0.4以上と
十分な相関関係があると考えられます。物理的な計測による
肉の硬さを表す肉締まり（Firmness）、日本のポークカラー
スタンダードを用いた肉色（Color）、肉の保水性を評価するドリ
ップロス（Drip loss）はpHとの相関が高いことから肉のpHを
測定することでこれらの形質を総合的かつ客観的に評価して
肉質の評価ができないかと考えています。今後、関係者様の
ご協力のもと国内で枝肉の pH測定、調査を進め肉質改善の
取り組みを進めて参りたいと思います。
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育成・肥育豚等の目的に合わせて増体1㎏に対して、SIDリジン
要求量は約20g必要とされています。成長率や飼料要求率、
肉質の改善に伴い、飼料中のSIDリジン給与量は変更する必要
があります。

これまで、新栄養ガイドラインでの重要な部分を説明いたし
ました。栄養と一言で言ってもアミノ酸やカロリーなどの成分
だけを考えれば良いということではありません。飼養管理面

（収容密度、給餌器や給水器の数量、適切な給餌量）なども踏ま
えた栄養プログラムを考えることが、とても重要です。PIC社の
種豚が持つ遺伝能力を発揮させるためには、適切な栄養プロ
グラムが必要です。お客様の農場の栄養プログラムを最適な
ものとするため、ご質問等につきましては、弊社のスタッフまで
ご連絡くださいますようお願い申し上げます。

図11 食味に関する試験結果

図12 pHと各項目の相関関係

5.95
以上

出典：Lonergan et al.（2011）
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※試験の詳細：2,000頭/年以上の肉の評価をしている3人で実施。
サンプル：デュロック、ランドレース種など8品種の合計1,535頭の肉豚を用いた。
飼料は、同一でありロース肉を使用した。pH測定は、屠畜後24時間後に行った
数値である。

※相関係数は、正の相関（一方が増えるともう一方が増える関係）がある場合は1に
近い値を示し、負の相関（一方が増えるともう一方が減少する関係）がある場合は
−1に近い値を示す。相関がほとんどない場合には0に近い値を示す。

図10 SIDリジン要求率

0 23

1.29
1.33

1.15
1.15

1.00
0.880.98
0.86

0.77

0.690.75
0.70

0.67
0.72

45 68 91 113
体重（kg）

S
I
D
リ
ジ
ン（
%
）

アミノ酸

SIDリジン/ME比推移に基づくPIC 2016～2021の比較

11～150kgの豚のSIDリジンに関するメタアナリシス

1.40

1.20

1.00

0.80

0.60

（例）参考として飼料1kg当り3,300ME kcal/kg
PIC2021 PIC2016

2016年に、PIC社がSIDリジン要求量を導き出したメタアナ
リシス※を更新し、コマーシャル農場で約4万8,000頭を用いて、
2013年から2020年の合計29回の実験を実施しました。PIC
社の遺伝改良核農場のインデックス上位15％の雄系品種から
生産された豚を用いています。［図10］で、2016年と2021年の
数値を比較すると大きな変更はありませんが、遺伝改良により
豚本来の能力が改善しているのに対して、より正確な数値に
調整されました。
※複数の研究結果を収集・統合・比較し、統計学的に解析すること


